
台東区では、毎年研究協力学校や人権尊重教育推進校を指定し、本区における教育課題の解決や人権尊重教育を推進することで学校教育の充
実と発展を図っています。各学校園がテーマ（研究主題）を決めて研究に取り組み、平成27年度は台東区教育委員会の研究協力学校として４つ
の学校園、東京都教育委員会の人権尊重教育推進校として２校がその成果を研究発表会で発表しました。今回は、研究発表校における学校園の
特色ある取り組みや実践についてご紹介いたします。

平成28年	 11月	18日	 金曽木小学校　「運動の楽しさやできる喜びを味わい、意欲をもって運動に取り組む児童の育成」
	 11月	24日	 大正幼稚園　　「みんなで育てる　みんなで育つ　いきいき元気　大正幼稚園」
	 12月	 1日	 根岸小学校　　「21世紀を生きる　＝新しい時代を拓く教育課程の創造＝　」
平成29年	 1月	17日	 千束小学校　　「主体的に考え、自分の思いを表現できる児童の育成」
	 1月	19日	 桜橋中学校　　「望ましい人間関係づくりの中で、正しく判断し行動できる生徒の育成」
	 1月	20日	 黒門小学校　　「21.5世紀を拓く〜『アクティブ・ラーニング』の追究を通して〜」
	 1月	25日	 東浅草小学校　「自分やみんなを大切にする子〜人との関わり合いの中で学ぶ子〜」

台東区の研究発表校を紹介します

〈台東育英小学校〉 〈蔵前小学校〉

「子供たちの確かな学びをめざして」
「子供たちが持つ思考力・判断力をより確かなものに育て、子供たちが自分たち
の学びをより高め合う」ことをねらいとし、研究主題を「自らの思考力・表現力を高
め合う指導の工夫　～算数科を通して～」として研究を進めてきました。児童の学
びの実現のためには、教師の指導力を高めることが重要となります。２年間の取り
組みを通して、学習問題を自らの問題として解いていきたい、児童相互の学び合い
の中で自分の考えを表現できるといった子供たちの学びに変容が見られ、教師の指
導力の向上が図られてきました。今後も、この研究成果を生かしながら取り組んで
いきたいと思います。� 台東育英小学校長　小泉　与吉

「自分の言葉で表現し、伝え合う」
言葉を大切にして、深く考え、語り、そして新しい文化を創造するために「読み

解いたことをもとに、自分の考えをもつ子の育成」をテーマに、国語科「読むこと」
の学習を通して「わかりやすい授業」「一人ひとりを大切にする授業」「学び合う時
間がある授業」を研究の中心に据え、取り組んできました。2年間の研究で、感じた
ことや考えたことを自分の言葉で表現し、伝え合い、友達の考えを受け入れ、考え
を深めたり広げたりしながら、生き生きと学習に取り組む子供たちに成長したこと
が何よりの研究の成果です。
� 蔵前小学校長　針谷　玲子

「夢中になって遊ぶことを通して」
本園では、2年間にわたり「遊ぶの大好き・友達大好き・幼稚園大好き〜夢中になっ
て遊ぶための環境と援助の工夫〜」をテーマに研究に取り組んできました。平成27
年12月11日には、研究発表会を行い、区内の幼稚園や小学校、中学校の先生方を
はじめとして、遠く福島や静岡からの参観者もいらっしゃいました。
公開保育では、子供たちがお店屋さんになったり動物になったりして、たくさんの
方々の前でも、普段通り夢中になって遊びや活動を行いました。その姿にたくましさ
を感じました。研究発表会の内容を、学級懇談会で保護者の方にも紹介しました。�
� 竹町幼稚園長　北村　恵

〈竹町幼稚園〉

「規範意識と思いやりの心から」
本校は、「規範意識と思いやりの心を育み、生活規範を徹底させるための校内体制

の在り方」というテーマの下、研究を進めました。キーワードは「時を守る」「場を清
める」「礼を正す」の三つです。時間を守ることを規範意識の第一として徹底し、学習
の環境を整え、挨拶を励行して気持ちのよい人間関係をつくることを目指しました。
〈取り組みの成果〉①どの教員も同じ姿勢で、校内一丸となって生活指導にあたる体制

があり、生徒が安心して楽しく学校生活を送ることができている。
②自治活動やボランティア活動が盛んになり、生徒が自信をつけ、
生き生きと活動している。� 浅草中学校長　川杉　玲夫

〈浅草中学校〉

〈柏葉中学校〉

「自尊感情、自己肯定感を育む」
本校は、2年間にわたり東京都人権尊重教育推進校として研究を積み重ね、平成
28年1月18日に研究発表会を実施しました。
研究主題を「自らの未来を切り拓く主体としての生徒の育成―学び合いや人との関わ

り合いを深め、自尊感情・自己肯定感を育む教育活動―」とし、授業実践等を発表しま
した。地域の伝統産業に関する体験学習を通じて、江戸時代以来綿々と続く高度な技術
を知り歴史的背景などを学ぶとともに、ものを作る成就感を味わい自己肯定感を高めま
した。また、学力の向上を目指し、基礎的・基本的な知識や技能を着実に身に付けさせ
るとともに、人権教育の一層の充実・啓発を図りました。� 柏葉中学校長　大山　敏

「豊かなかかわりを通した人権教育」
本校では、東京都人権尊重教育推進校の指定を受け、｢豊かなかかわりから『いのち』

を輝かせる子どもの育成｣をテーマに取り組んできました。偏見や差別に対して子供た
ちが正しい行動を取れるように、人権教育カリキュラムを作り実践しています。高齢者
を例にしますと、低・中学年で、昔遊びを教わったり、高齢者施設を訪問したりして、
高齢者の方と深く関わり、その体験を元に、6年生では高齢者に対する差別について学
び、偏見や差別意識をもつことなく、公正・公平に接する態度を養うようにしています。
人との関わりを大切にして、計画的に指導することで、自分も周りの人も大切にできる
心豊かな子供を育てたいと考えます。� 富士小学校長　金子　雅彦

〈富士小学校〉

〈平成28年度研究発表会予定校（園）〉 ※カッコ内は研究主題（仮）です。

お問合せ先：指導課　☎ 5246−1453

第24号（3）平成28年3月発行 台東まなびタイムズ　大
たい

 輪
りん


